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えられた温度における自発分極の値 とそのまわ りのゆらぎを支配 しているものは自由二
束)i,ギーであるが,非平衡系においても,流れの値 とそのまわ りのゆらぎを支配 してい
る熱力学的関数のようなものがあるはずであるというのが,相転移 と発振の類似性 を説
く立場に共通 した主張である｡


































いた トンネルダイオー ドは印加電圧が 0.1-0.33volt の間 で 2()0kHz の発振 を
示 したが,発生する雑音電圧の うち周波数選択増幅器によって 2 kHz の周波数成分
だけを拾 いだし,そdl分散 をプロットしてみると図 1に示すような結果が得 られた. 2
つの臨界点の近傍でゆらぎが著 しく増加 してお り,そからに挟まれた発振領域では比較
的小 さくなっていることが判るOまたこのような特定の周波数成分のゆらぎを波高分析
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を求めると,それは β が βCに近ず くに
つれて急速に大きくなり,しかもその､増加









































































I;+ (α+r v2)V+W｡2V - f(t) (1)
ここでαは系が発振するか否かを決めるパラメーターであり,α<0の場合発振が起
る｡ γ V2; は非線形項であり,W｡ は発振周波数であるQ極 く最近,ウィーンブリ




V - ACOS(dot+¢) (2)





とする｡ (2) ど (3) より
●21
A - rv2+÷ )甘
a10
が得 られ,これから (1) を用いて
●
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A ニ ‡ー A t1-COS,2W .t+2相 -エA3tllCOS,4%t+4頼8
- ⊥ I(t)sin(W .t+め) (6)
Wo
右辺の振動項 ACOS(2%t+2¢), A3cos(46㌔t+4¢)は A や ¢がゆ-くり変




F(t,… 二 よ f(t)sin (dot+め)
0
を新たなランダムカ とすれば,




































モーメン ト<A2>を求めると図 7が得 ら
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一 石 ㌻(-'a+rv2'も+f't｡





を A ,¢で表わ し,前 と同 じように
(14)
と近似される｡
ただし F2(t)ニ ー ⊥ f(t)COS(dot+め)
Wo
であるo ¢に対する見かけ上のランダムカ F2 (tVA(t)で A(tlは F2(t=てくらべ
2
てゆっくり変動する量であるので < (F2/A)2> 二 <F >/<A2>で近似して ,｣
位相の確率分布に関する拡散方程式 を
∂p(Q,t) D ∂ 2 p (め,t)


















と時間に比例 して拡がるが,その拡がる速 さは <A2> に逆比例する｡か くして, α
が臨界点を通過 して負にな→たときコヒーレン トな発振が実現するのは,位相の確率分






負性抵抗 ということが比較的素直に受け入れ られる例である｡ここではわれわれは ､柵 .i
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